近代科学の 実証と 求道者た ちの 実験と われ 

らの 直観の 一 致に 於て 論じたい 

世界が ぜんたい 幸福に ならない うち は 個人 

の 幸福 はあり 得ない 

自我の 意識 は 個人から 集団 社会 宇宙と 次第 

に隹 j 化する 

この 方向 は 古い 聖者の 踏み また 教 へた 道で 

はない か 

新たな 時代 は 世界が 一 の 意識に なり 生物と 

なる 方向に ある 

正しく 強く 生きる と は 銀河系 を 自らの 中に 



そ マ J に は 芸術 も 宗教 も あ つ た 

いま われらに はた だ 労働が 生存が あるば 

かりで ある 

宗教 は 疲れて 近代科学に 置換され 然も 科学 

は 冷く 暗い 

芸術 はいまわれら を 離れ 然も わびしく 堕落 

した 

いま 宗教家 芸術家と は 真 善 若く は 美 を 独占 

し販る ものである 

われらに 購 ふべき 力 もな く 又 さるもの を 

必要と せぬ 



行動 まことの 表情 あれば 演劇 をな し 節奏 

あれば 舞踊と なる 

光 象 写 機に 表現 すれば 静と動との 芸術 写 

真 を つくる 

光 象 手 描 を 成 ずれば 絵画 を 作り 塑材 によ 

れば 彫刻と なる 

複合に より 劇と 歌劇と 有声 活動写真 をつ 

くる 

準 志 は 多く 香味と 触 を 伴 へ り 

声 語 準 志に 基けば 演説 論文 教説 をな 

す. 



光 象 生活 準 志に よりて 建築 及 衣服 をな す 

光 象 各 異の準 志に よりて 諸 多の 工芸美術 

を つくる 

光 象 生産 準 志に 合し 園芸 営林 土地 設計 を 

産む 

香味 光 触 生活 準 志に 表現 あれば 料理と 生 

産と を 生ず 

行動 準 志と 結合 すれば 労働 競技 体操と な 

る 

農民 芸術の (諸) 主義 



われらの なかで 芸術家と はどうい ふこと を 意 

ik- する 力 

職業 芸術家 は 一 度 亡びねば ならぬ 

誰 人 もみな 芸術家た る 感受 をな せ 

個性の 優れる 方面に 於て 各々 止むな き 表現 

をな せ 

然も めいめい その ときどきの 芸術家 である 

創作 自ら 湧き起り 止むな きとき は 行為 は自 

づと 集中され る 

そのと き 恐らく 人々 は その 生活 を 保証す る 
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